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 株式会社紀陽銀行（頭取：原口 裕之）は、創立１３０周年記念事業の一環として全行員および関連会

社社員を対象に新事業アイデアを募集する「行内起業プロジェクト ～挑もう。未来へ～（以下、本プロ

ジェクト）」を実施しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

紀陽銀行は、地域が抱える課題解決に挑戦し、新たな価値の創造を通じて、地域社会の持続的な発展

に貢献してまいります。 

 

記 

１． 趣旨 

銀行業務の枠を超えた事業領域の拡大ならびに、当行グループの中長期目線での新たな収益ドラ

イバーの創出をめざして、２０２４年４月、経営企画部内に「未来創造室」を新設いたしました。  

 未来創造室は、新規事業創出を通じて「挑戦する組織風土」を醸成し、行員のモチベーション向

上と企業文化の活性化に向け取り組んでいます。 

本プロジェクトは、当行において初めての取り組みとなりますが、役職問わず、本部・営業店・

関連会社から多種多様な新規事業アイデアの応募がありました。１次・２次選考を経て、４組の応

募者が最終選考に進み、頭取をはじめとする経営陣に向けて事業案のプレゼンテーションをおこな

いました。 

 

２． 概要 

名 称 行内起業プロジェクト ～ 挑もう。未来へ ～ 

内 容 収益性を意識した当行グループの新事業アイデアの募集と選考 

実施期間 ２０２４年１２月１６日～２０２５年８月２８日 

募集対象 全行員（関連会社含む） 

応 募 ６２件 

選 考 

 １次選考：書類審査 

 ２次選考：ＷＥＢによるプレゼンテーション 

 最終選考：経営陣を審査員とした対面プレゼンテーション 

最終選考にあたり、２次選考通過者は３ヵ月にわたり所属部店と未来創造

室を兼業し、事業案の事業化検証を行いました。 

事 務 局 経営企画部 未来創造室 

行内起業プロジェクトの実施について 



３． 最終選考の結果について 

 最優秀賞に選定された事業案につきましては、事業化に向けた検討を継続してまいります。 

 

４． 最終選考の様子 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前列：行内起業プロジェクト最終選考参加メンバー 

後列（左から）：取締役専務執行役員 丸岡 範夫、取締役頭取 原口 裕之、執行役員 木下 卓夫 

 

以 上 

本取り組みは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のゴール８「働きがいも 経済成長も」 

ゴール９「産業と技術革新の基盤をつくろう」につながる取り組みです。 


